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リクルート

・早まる進路選択行動──高2の夏に2割が志望校訪問
・重要度増す学校見学会──参加率は８割超高校生の

進路選択行動は
どう変わったか

リクルートでは，今年３月に高校を卒業した関東，関西，東海地区の男女５万人を対象
に，高校卒業後の進路と，最終的にその進路に決定するまでの状況についてアンケート
調査を行った。ここでは，1999年に行った前回の調査（99年３月卒業者を対象に実施）
の結果と比較しながら，大学，短大，専門学校への進学者の進路決定プロセスがどのよ
うに変わったのかを見ていく。特には，近年増加しているオープンキャンパス・学校見
学会等の学校主催イベントへの参加状況や評価についても詳しく聞いてみた。

特　集

■性別（全体／単一回答） 

■高校所在エリア（全体／単一回答） 

■進学先学校に合格した入試方法（進学者／複数回答） 

1999年　全体（n=6629） 

2007年　全体（n=9872）  41.7％ 

男子  女子  無回答 

49.3

58.1 0.3

50.4 0.3

1999年　全体（n=6629） 

2007年　全体（n=9872）  22.3％  14.6 10.1 13.0 11.4 13.5 9.6 4.8 0.6

10.3 8.1 17.2 7.1 10.4 23.3 9.2 14.1 0.4

無回答 京都 兵庫 大阪 愛知 埼玉 千葉 神奈川 東京 

1都3県・計（関東）  2府1県・計（関西） 
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センター試験 
利用入試 

一般入試  推薦入試 
（公募） 

推薦入試 
（指定校） 

自己 
推薦入試 

AO入試  その他  無回答 

進学者  全体  8382  38.7  4.3  16.1  24.0  3.4  8.1  4.6  1.0 

最終進路別  大学  6390  44.8  5.4  12.7  22.7  1.8  8.1  3.9  0.7 

  短大  685  18.1  3.1  20.4  39.1  4.1  10.8  3.5  0.9 

  専門学校  1307  19.8  ‑  30.4  22.4  10.7  6.6  8.3  2.1

（％） 

■高校卒業後の進路（全体／単一回答） 

1999年　全体（n=6629） 

2007年　全体（n=9872）  64.7％ 

43.1 17.0 20.9 9.8 5.9 3.3 ‑

6.9 13.2 8.1 3.8 0.52.7 無回答
未定 

就職 
予定 

浪人予定 
（予備校） 専門学校 短期大学 大学 

2007年 

■調査目的
・高校卒業生に対し，その進路先および決定

に至るまでの状況を調査することにより，高
校生の進路選択プロセス（行動・意識）を把
握する。

■調査方法
・質問紙による郵送法

■調査対象
・2007年3月高校卒業予定の男女 50,000人
・在籍高校所在地は，以下の1都2府5県
　関東→埼玉，千葉，東京，神奈川
　愛知
　関西→京都，大阪，兵庫
・平成18年学校基本調査の「全日制・本科，

3学年生徒数（県別）」を元に，各県別，男
女別の人数比率が一致するよう，リクルー
トが保有するリストより割りつけて調査。

■調査期間
・2007年3月23日（金）〜4月9日（月）

■有効回答数
・9,872名（回収率19.7％）

〜参考　1999年調査〜
・調査対象数　40,000人
・有効回答数　6,629人（回収率16.6％）
※調査対象の割りつけ方法が一部異なります。

●  調  査  概  要  ●

●  回答者プロフィール ●



□□□□□

7カレッジマネジメント146 / Sep.-Oct. 2007

・大学進学者の進路選択行動
　最初に，大学に進学した生徒たちの

さまざまな進路選択行動が，高校3年

間のどの時期にピークを迎えるのか，い

つくらいまでにそれぞれの行動を終え

るのかを，99年の調査結果と比較しな

がら見ていこう。

　目立って時期が早まっているものとし

ては，まず『学んでみたい分野を決めた

時期』がある（図表1-1）。99年の調査

では，ピークを迎えるのは「高校3年4〜

5月」。この時期に15.6％が決めており，

「同8〜9月」という者も15.0％いる。高

校2年までに決めるのは4割（合計40.4

％）程度であった。これが07年になると，

逆に「高校1年」が最も多く15.3％。こ

れを含め，「高校入学以前」から「高校

2年10〜3月」までに決めるという者が

合計55.0％に達する。

　学びたい分野を決める時期が早ま

れば，当然，それぞれの分野で『どんな

学校があるかを調べ始めた時期』も早

まる。99年の調査では，そのピークは

「高校3年4〜5月」（26.5％）で，「同6〜

7月」（12.0％），「同8〜9月」（13.4％）も

それぞれ1割を超えていた。“学校を探

し始めるのは高校3年になってから”と

いうのが当たり前だったわけだが，今回

の調査では「高校1年」の段階で19.3

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか
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進路選択プロセスの変化Ⅰ
・高校進路指導の前倒しが影響？
・生徒の進路選択行動の“動き出し”が早まる

進路選択の行動時期
1
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図表1-2　短大進学者（短大進学者／各単一回答）

１． 進学か就職かを決めた時期

２．進学先を大学･短大･専門学校など
のどれにするかを決めた時期

３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした
時期

８． 受験する科目を決めた時期

９． 三者面談など，個別の進路指導が
最初に行われた時期

10．最終的に入学した学校に関心を持
った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜３番目にポイントが高い ※「＊」は該当選択肢なし

（％）

   2007年 685 44.1 27.4 6.6 6.1 4.5 3.6 1.6 1.0 0.4 0.1 3.6 0.7
   1999年 1130 39.0 19.5 7.3 8.6 8.8 5.3 7.0 2.8 0.4 0.1 0.3 1.0
   2007年 685 5.8 13.6 15.0 11.1 15.0 13.4 14.5 4.2 2.9 2.0 1.3 1.0
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 685 28.5 19.3 13.3 11.8 10.9 7.9 3.5 1.5 0.1 0.1 2.2 0.9
   1999年 1130 24.2 15.4 13.5 16.0 12.7 6.3 6.9 1.8 0.7 0.2 1.4 1.0
   2007年 685 16.9 16.2 13.0 8.9 13.9 12.1 9.3 3.4 2.0 0.3 3.2 0.7
   1999年 1130 11.9 7.8 9.1 11.5 17.8 13.2 16.4 6.9 1.9 0.6 1.9 1.1
   2007年 685 16.9 37.1 10.2 7.0 4.4 2.2 1.5 0.9 0.6 — 17.5 1.8
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 685 2.5 16.4 25.7 16.9 18.7 9.9 5.1 1.9 0.1 — 1.9 0.9
   1999年 1130 0.5 9.4 12.8 18.8 27.7 14.2 9.7 4.2 0.6 — 1.1 1.0
   2007年 685 0.6 11.1 18.7 14.0 19.6 18.4 9.2 2.8 0.4 0.1 4.2 0.9
   1999年 1130 0.1 3.0 8.4 10.7 21.9 25.3 19.4 5.4 0.4 0.1 4.2 1.1
   2007年 685 0.7 3.9 6.4 7.3 14.3 17.4 14.6 6.4 2.8 0.3 23.8 2.0
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 685 2.6 28.3 12.4 9.1 19.7 15.2 5.7 1.0 1.0 0.1 2.9 1.9
   1999年 1130 1.0 19.3 8.9 8.6 26.5 20.2 7.9 2.2 0.3 0.3 2.7 2.3
   2007年 685 2.8 5.8 7.6 9.1 12.3 18.5 19.9 9.6 5.8 4.2 3.2 1.2
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 685 1.3 3.4 6.0 8.0 13.4 20.9 29.1 9.9 4.5 0.6 1.9 1.0
   1999年 1130 1.9 2.0 3.5 4.2 12.3 18.2 37.5 15.3 3.3 0.2 0.7 0.9
   2007年 685 0.4 1.6 2.2 3.5 6.3 11.1 20.3 19.0 8.3 15.6 9.8 1.9
   1999年 1130 0.4 0.2 0.3 1.2 3.4 8.8 26.5 29.3 10.8 15.4 1.2 2.7
   2007年 685 27.3 13.0 7.3 7.9 10.8 7.3 6.9 3.5 3.1 2.8 8.6 1.6
   1999年 1130 21.1 5.9 5.8 6.6 9.5 4.9 9.9 9.8 3.5 6.5 15.1 1.4
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図表1-3　専門学校進学者（専門学校進学者／各単一回答）

1． 進学か就職かを決めた時期

２．進学先を大学･短大･専門学校など
のどれにするかを決めた時期

３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした時期

８． 受験する科目を決めた時期

９． 三者面談など，個別の進路指導が
最初に行われた時期

10．最終的に入学した学校に関心を持
った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜３番目にポイントが高い ※「＊」は該当選択肢なし

（％）

   2007年 1307 38.9 25.7 7.6 7.3 5.6 3.6 3.4 1.4 1.1 0.3 4.0 1.2
   1999年 1384 31.4 16.8 11.6 10.4 8.7 5.9 7.4 3.2 1.8 0.7 0.9 1.3
   2007年 1307 9.0 14.2 14.3 12.7 11.3 10.6 15.5 5.4 2.8 1.8 0.9 1.4
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 1307 31.8 18.5 14.9 11.5 9.3 4.9 4.3 1.1 0.4 0.3 1.3 1.8
   1999年 1384 25.4 15.2 14.2 12.1 10.9 6.9 6.7 1.8 1.0 0.5 3.8 1.6
   2007年 1307 18.6 14.2 13.2 12.2 11.6 11.0 9.9 4.1 1.2 0.6 1.4 2.0
   1999年 1384 12.9 9.2 9.7 13.7 14.3 11.1 13.2 6.2 2.7 1.6 3.8 1.7
   2007年 1307 13.5 31.4 8.4 5.6 2.1 1.8 1.3 0.7 0.3 0.2 29.2 5.7
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 1307 3.8 16.1 22.2 16.0 18.1 11.9 5.4 1.8 0.5 0.5 1.8 2.0
   1999年 1384 1.6 7.7 11.3 16.2 27.0 14.9 12.2 4.4 1.7 0.7 1.0 1.4
   2007年 1307 1.8 11.4 19.4 13.9 16.7 17.4 9.1 3.1 0.8 0.5 3.5 2.2
   1999年 1384 0.4 3.5 5.8 11.1 19.9 24.6 21.4 6.6 2.1 0.7 2.9 1.2
   2007年 1307 1.1 3.4 5.6 6.6 10.3 10.6 17.5 6.4 1.4 0.5 31.5 5.0
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 1307 4.4 26.4 13.6 8.6 14.8 16.1 5.4 1.5 0.5 0.2 5.7 2.8
   1999年 1384 1.1 15.5 9.5 9.6 25.0 19.5 7.7 3.3 0.7 0.1 5.2 2.7
   2007年 1307 1.9 5.3 7.8 9.3 10.8 17.2 24.3 10.3 4.6 4.1 2.2 2.3
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 1307 1.3 2.3 4.7 6.4 10.9 16.4 34.7 12.3 4.9 1.4 2.4 2.4
   1999年 1384 0.9 1.4 2.2 5.2 10.9 17.0 39.7 14.2 4.9 1.8 0.7 1.2
   2007年 1307 1.0 1.1 2.1 3.4 5.0 10.0 24.4 22.2 9.0 9.8 8.9 3.1
   1999年 1384 0.2 — 0.2 1.2 4.6 7.9 30.8 26.2 10.8 13.9 0.9 3.3
   2007年 1307 28.5 15.1 8.7 8.1 8.9 6.6 7.6 3.7 2.8 2.9 4.9 2.2
   1999年 1384 22.8 7.6 5.6 8.9 11.1 7.7 10.3 7.7 4.5 5.5 6.9 1.4

   2007年 6390  55.2  23.2   5.2   3.9   3.3   1.4   1.1   0.5   0.2   0.1   5.3   0.4
   1999年 2858  51.4  17.0   7.1   6.8   6.3   2.8   3.8   2.2   1.4   0.3   0.7   0.3
   2007年 6390  34.2  24.1   9.7   8.0   7.7   4.5   4.5   1.8   0.9   0.4   3.9   0.4
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 6390  21.7  24.6  17.2  12.4  10.6   5.2   3.8   1.6   0.5   0.2   1.7   0.4
   1999年 2858  16.2  21.3  15.7  13.2  13.2   4.7   6.5   3.4   2.0   0.8   2.7   0.5
   2007年 6390  11.2  15.3  14.4  14.1  14.1  10.4  10.7   4.7   2.1   0.5   2.0   0.4
   1999年 2858   7.4   8.6  10.8  13.6  15.6   9.2  15.0   8.8   5.8   1.4   3.3   0.5
   2007年 6390  21.3  47.5  11.6   7.2   3.5   1.7   1.5   0.6   0.2 —   4.3   0.5
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 6390   3.1  19.3  23.7  17.0  17.0   9.3   4.5   1.7   0.6   0.1   3.4   0.5
   1999年 2858   0.9   8.3  10.6  15.4  26.5  12.0  13.4   6.1   3.4   0.7   2.1   0.6
   2007年 6390   1.0   9.2  18.3  14.0  18.7  15.1   9.9   4.5   2.0   0.2   6.7   0.5
   1999年 2858   0.3   2.9   6.4   9.2  19.8  17.6  19.4  10.2   3.6   0.3   9.7   0.5
   2007年 6390   1.1   6.9  10.3  14.2  18.7  12.9  12.7   6.9   3.9   0.3  11.0   1.0
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 6390   3.4  30.5  13.3   9.5  15.9  14.8   4.5   1.8   0.8   0.1   4.3   1.1
  1999年 2858   1.4  20.5   9.7   9.4  21.8  20.2   6.7   2.9   0.9   0.2   5.3   0.8
   2007年 6390   3.1   6.9   9.2   8.4  11.3  13.4  17.7  10.9   8.7   6.0   3.7   0.7
   1999年 * * * * * * * * * * * * *
   2007年 6390   2.2   5.6   8.1   8.5  13.3  15.3  23.2  11.2   8.3   1.2   2.4   0.7
   1999年 2858   3.0   4.1   4.4   6.6  12.6  12.7  23.6  17.9  12.1   1.4   1.1   0.4
   2007年 6390   0.7   1.2   1.3   2.0   3.1   4.9  11.1  14.6   9.8  44.8   5.4   1.2
   1999年 2858   0.2   0.4   0.4   0.7   1.9   2.8   9.6  16.7  13.9  50.0   1.3   2.1
   2007年 6390  20.2  14.1   8.2   7.4   8.2   5.3   6.1   4.1   3.0   5.3  17.0   1.2
   1999年 2858  16.2   7.7   5.0   6.8   9.6   3.4   6.5   5.7   4.5   8.0  25.3   1.4
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図表1-1　大学進学者（大学進学者／各単一回答）

１． 進学か就職かを決めた時期

２．進学先を大学･短大･専門学校など
のどれにするかを決めた時期

３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした時期

８． 受験する科目を決めた時期

９． 三者面談など，個別の進路指導が
最初に行われた時期

10．最終的に入学した学校に関心を持
った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜３番目にポイントが高い ※「＊」は該当選択肢なし

（％）
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％，「高校2年4〜9月」の段階で23.7％

が調べ始めている。「同10〜3月」まで

の累計は63.1％。多くは高校3年にな

る前に調べ始めていることがわかる。

　それに呼応して『興味を持った学

校の資料請求をした時期』も早くなって

いる。ピークは，99年（19.8％），07年（18.7

％）ともに「高校3年4〜5月」だが，07年

の調査では，高校1年の段階で合計

10.2％が，3年になる前の段階で合計

42.5％が，それぞれ資料請求をしてい

る。この割合は99年の調査では18.8

％だから23.7ポイントも増えたことにな

る。

　こうした結果，『第一志望の学校を

受験校に決めた時期』も前倒しされる

ようになった。ここでも，ピークは，99年

（23.6％），07年（23.2％）ともに「高校

3年8〜9月」だが，その前まで，つまり3

年の夏休み前までに決めている割合

を比較すると，99年の43.4％に対して

07年は53.0％と5割を超えている。

　このように進路選択行動の時期が

早まっているのはどうしてか。さまざまな

理由があるだろうが，一つ考えられるの

は，高校の進路指導が早め早めに行

われるようになっていることだろう。ア

ンケートでも『三者面談など，個別の進

路指導が最初に行われた時期』を聞

いているが，99年の調査では「高校3

年4〜5月」がピーク（21.8％）だったが，

07年になると，「高校1年」（30.5％）が

最も多く，3割に達している。また，6割

近い（合計56.7％）生徒が高校2年ま

でに個別の進路指導を経験している。

情報提供など大学から高校生，大学

から進路指導担当者への働きかけも

早めに行うことが大切になってきてい

るということだろう。

・短大進学者の進路選択行動
　短大に進学した生徒たちの進路選

択行動を見ると，ほぼ大学進学者と同

様の行動パターンとなっている。異なっ

（33.2％），『興味を持った学校の資

料請求をした時期』（28.4％）などで

役立っている。「学校案内やパンフレ

ット」と同様に，多少なりとも関心の

ある学問分野や学校について比較

検討するための基本情報をそこに求

めているものと思われるが，それぞ

れの数値の動きを比べると，まずは

「高校でもらったり自宅に届いた進

学情報誌」を使って複数の分野，複

数の学校を比較検討し，そのあとで

「学校案内やパンフレット」で個別の

学校を深く調べる傾向にあることが

わかる。

  「高校の先生からの情報やアドバイ

ス」については，『文系か理系かを決

めた時期』（16.8％），『受験する科目

を決めた時期』（22.6％）など科目選

択が必要な際に頼っている。『最終

的な入学校を決めた時期』（14.9％）

では，推薦入試やAO入試で出願す

る際に頼っていることがわかる。

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか
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・時期によってメディアの“役割”は異なる
・最終絞り込み段階で大きい学校見学会の影響

進路選択行動に影響を与えるもの
2

　学校案内や自宅に送られてくる進

学情報誌。高校の先生，友人，ある

いは家族からのアドバイス。オープ

ンキャンパスや学校説明会などのイ

ベント。高校生はさまざまなメディア

を利用して，自分自身の進路を決め

ていく。ここでは，そんな高校生の

進路選択行動の各場面において，ど

のようなメディアが影響を与えてい

るのかを見ていく。

・大学進学者に影響を与えているもの
　図表2-1のとおり，大学進学者に

影響を与えているメディアとしては

「学校案内やパンフレット」「高校で

もらったり自宅に届いた進学情報

誌」「高校の先生からの情報やアド

バイス」「家族からの情報やアドバイ

ス」「オープンキャンパス・学校見学

会」の大きく5つがある。5つとも，各

場面で一定以上の影響を与えてい

るが，それぞれの“役割”には若干

の違いがある。

　まず「学校案内やパンフレット」は

『学んでみたい分野を決めた時期』

（16.6％）や『どんな学校があるかを

調べ始めた時期』（28.6％），『最終的

に入学した学校に関心を持った時

期』（22.8％）などに役立っている。

　一方，これと微妙に重なっている

のが「高校でもらったり自宅に届い

た進学情報誌」。『学んでみたい分野

を考え始めた時期』（15.3％），『どん

な学校があるかを調べ始めた時期』

ている点としては，『学んでみたい分

野を決めた時期』『最終的な入学校

を決めた時期』が大学に比べ早い動

きとなっている。特に『最終的な入学

校を決めた時期』のピークが早まってい

るのは大学に比べてAO入試や推薦

入試での入学者の割合が多いことが

考えられる。

・専門学校進学者の進路選択行動
　専門学校に進学した生徒たちの進

路選択行動についても，ほぼ大学進

学者，短大進学者と同様の行動パタ

ーンとなっている。特徴としては，『進学

先を大学・短大・専門学校などのどれ

にするかを決めた時期』のピークが「高

校3年の8〜9月」と大学，短大進学者

に比べて遅く，高校1年生，2年生の前

半で決める生徒と2つの山を作ってい

る。
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図表2-1　進路選択時の影響メディア（大学進学者／各複数回答）

１． 進学か就職かを決めた時期
２． 進学先を大学･短大･専門学校などのど

れにするかを決めた時期
３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした時期

８． 受験する科目を決めた時期
９． 三者面談など，個別の進路指導が最初

に行われた時期
10．最終的に入学した学校に関心を持った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜5番目にポイントが高い

（％）

 6024 7.8 4.7 0.2 0.4 0.7 0.5 8.4 2.5 5.6

 6115 11.5 9.4 0.5 0.4 1.2 0.9 13.5 4.0 7.0

 6257 13.4 15.3 1.0 2.4 1.9 1.2 14.1 3.6 7.4

 6236 16.6 14.0 1.0 2.2 1.5 1.7 16.1 5.3 7.0

 6084 6.2 5.9 0.6 0.6 2.2 0.7 16.8 3.1 5.3

 6145 28.6 33.2 2.5 1.5 3.5 3.4 15.9 5.4 6.3

 5929 20.7 28.4 1.1 0.5 1.4 2.3 11.5 4.1 4.2

 5623 14.8 9.9 1.1 1.0 1.7 2.4 22.6 11.5 5.3

 6045 5.2 5.7 0.3 0.2 3.1 0.6 27.8 3.0 1.7

 6110 22.8 10.2 1.0 0.7 1.2 1.5 16.4 6.0 8.8

 6193 20.6 9.1 1.1 0.8 1.3 1.9 20.0 8.3 7.6

 5970 11.8 3.8 0.5 0.4 0.6 0.6 14.9 5.2 5.6

 5231 8.0 9.0 0.6 3.2 1.1 0.9 9.6 3.1 7.5

  26.9 0.8 0.2 1.3 0.1 0.8 0.9 — 0.9 0.1 0.1 2.5 43.6 1.9

  24.1 1.3 0.6 4.1 — 0.6 2.2 0.1 1.5 0.2 0.1 2.3 33.3 2.0

  12.9 2.3 0.5 4.4 0.3 2.8 2.7 0.2 3.1 0.2 0.2 6.3 24.6 2.4

  12.6 2.0 0.9 7.4 0.2 1.9 4.4 0.4 3.3 0.4 0.2 5.4 21.9 2.5

  9.2 1.2 0.3 1.2 — 0.2 1.3 0.1 1.5 0.1 0.1 6.3 45.4 2.8

  6.9 2.9 2.5 7.4 0.3 0.2 12.1 0.8 8.8 1.2 0.1 0.9 6.6 2.2

  6.1 2.4 2.2 6.8 0.6 0.1 13.1 0.8 9.1 1.9 0.1 0.8 10.2 2.6

  5.9 1.2 0.6 4.2 0.1 0.1 6.0 0.2 3.0 0.4 0.1 2.7 24.5 3.0

  4.3 0.9 0.3 1.1 0.1 — 1.2 0.1 1.6 0.1 — 1.0 44.3 7.3

  9.9 2.0 1.4 19.8 0.3 0.2 12.5 0.6 3.6 0.7 0.2 1.6 11.1 2.9

  12.3 1.7 1.1 20.7 0.1 0.2 10.2 0.5 3.1 0.6 0.2 2.1 13.3 3.2

  13.2 0.8 0.4 8.7 0.1 0.1 6.1 0.5 2.2 0.3 0.3 4.7 35.6 5.6

  15.8 1.6 0.6 3.3 0.7 4.0 3.2 0.2 3.3 0.4 0.6 7.1 32.6 4.4



□□□□□

割を果たしている。

・短大進学者に影響を与えたもの
　短大進学者の場合も，図表2-2の

とおり，大学進学者と同様に「学校案

内やパンフレット」「高校でもらったり，

自宅に届いた進学情報誌」「高校の

先生からの情報やアドバイス」「家族

からの情報やアドバイス」「オープンキ

ャンパス・学校見学会」の5つが，ほと

んどの項目で上位に挙がっている。

なかでも「高校でもらったり，自宅に

届いた進学情報誌」について，『どん

な学校があるかを調べ始めた時期』

において4割近く（38.1％）が挙げて
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 「家族からの情報やアドバイス」が影

響を与えているのも，何らかの“決

断”のシーンにおいてである。しかし，

「高校の先生からの情報やアドバイ

ス」と違い，『進学か就職かを決めた

時期』（26.9％），『進学先を大学・短

大・専門学校などのどれにするかを

決めた時期』（24.1％），『将来の仕事

について考え始めた時期』（15.8％）

など，人生を大きく左右するような

テーマのときに，助言を求めている。

 「オープンキャンパス・学校見学会」

は『第一志望の学校を受験校に決

めた時期』（20.7％）で影響が大きく，

最終的な絞り込み段階で大きな役

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか
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図表2-3　■進路選択時の影響メディア（専門学校進学者／各複数回答）

１． 進学か就職かを決めた時期
２． 進学先を大学･短大･専門学校などのど

れにするかを決めた時期
３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした時期

８． 受験する科目を決めた時期
９． 三者面談など，個別の進路指導が最初

に行われた時期
10．最終的に入学した学校に関心を持った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜５番目にポイントが高い

（％）

 1239 10.4 9.0 0.2 0.6 0.5 0.2 8.2 0.4 6.2

 1277 19.7 16.7 0.4 1.6 0.9 0.8 12.7 1.3 8.9

 1267 14.2 15.6 0.2 1.7 1.1 0.5 5.7 0.2 7.3

 1263 16.4 14.8 0.2 1.3 0.5 0.3 7.0 0.3 7.4

 852 6.7 6.1 0.1 0.2 1.4 0.1 16.5 1.8 7.2

 1257 32.6 34.4 1.4 1.0 2.0 1.3 10.1 0.7 6.8

 1232 22.4 31.3 1.1 0.8 1.1 1.0 7.3 0.7 4.7

 830 19.0 10.7 0.6 0.8 0.5 1.4 12.4 3.4 4.6

 1196 6.5 6.0 0.2 0.1 1.9 0.3 20.5 0.8 1.4

 1248 20.0 9.4 0.6 0.7 0.6 0.8 8.0 1.3 6.8

 1244 18.9 7.1 0.2 0.8 0.4 0.6 11.7 1.6 7.2

 1151 14.2 5.8 0.1 0.6 0.3 0.3 9.8 1.3 5.4

 1214 9.7 8.3 0.4 2.2 0.5 0.1 6.4 0.4 6.8
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図表2-2　進路選択時の影響メディア（短大進学者／各複数回答）

１． 進学か就職かを決めた時期
２． 進学先を大学･短大･専門学校などのど

れにするかを決めた時期
３．学んでみたい分野を考え始めた時期

４． 学んでみたい分野を決めた時期

５． 文系か理系かを決めた時期

６． どんな学校があるかを調べ始めた時期

７． 興味を持った学校の資料請求をした時期

８． 受験する科目を決めた時期
９． 三者面談など，個別の進路指導が最初

に行われた時期
10．最終的に入学した学校に関心を持った時期

11．第一志望の学校を受験校に決めた時期

12．最終的な入学校を決めた時期

13．将来の仕事について考え始めた時期

項目別に最もポイントが高い 項目別に２〜5番目にポイントが高い

（％）

 655 9.2 7.0 0.3 — 2.1 0.9 9.0 1.8 8.7

 669 22.4 15.2 0.9 0.7 1.9 0.1 22.1 3.1 9.4

 664 15.8 16.3 0.3 1.7 1.1 0.5 9.8 2.0 5.9

 658 20.1 13.7 0.2 0.8 0.8 0.3 12.5 2.1 6.2

 553 6.5 7.8 0.2 1.1 2.5 — 16.6 2.9 5.4

 666 30.6 38.1 1.4 1.1 2.9 0.9 13.7 3.8 6.0

 650 19.5 30.0 0.8 0.8 1.4 0.9 11.2 3.2 6.2

 508 17.9 10.0 0.8 0.6 2.8 0.2 23.6 8.7 4.5

 652 7.1 5.5 — 0.3 3.5 0.2 27.6 1.8 2.6

 655 21.2 9.8 0.5 0.6 1.2 0.6 13.9 2.6 7.9

 665 21.1 8.3 0.5 0.6 0.8 0.5 16.4 3.8 7.7

 605 13.7 6.4 0.7 0.5 1.0 0.7 15.5 1.3 4.5

 615 10.2 8.5 0.8 1.8 0.8 — 7.6 1.0 9.8

 26.1 2.6 — 2.3 0.2 0.6 1.4 0.2 1.4 0.2 0.2 3.4 35.9 2.1

 22.7 1.6 1.6 12.7 0.3 — 5.4 0.1 3.9 0.4 0.1 2.7 10.8 1.9

 13.9 2.1 1.2 5.1 0.3 2.1 3.5 0.5 4.4 0.6 — 9.5 22.7 3.5

 14.9 2.1 1.4 9.0 — 1.5 5.8 0.8 5.3 0.9 — 7.9 20.2 3.2

 8.5 0.7 0.4 1.6 — 0.2 2.0 0.5 2.7 0.2 — 4.7 43.9 2.9

 6.8 5.0 3.2 7.2 0.2 0.5 14.3 1.2 11.4 1.4 0.3 1.1 4.5 2.1

 6.5 2.3 2.9 7.1 0.3 0.3 14.5 1.5 11.1 2.6 0.2 1.1 8.5 3.4

 6.7 0.8 0.8 8.3 — 0.2 6.3 0.6 3.1 0.2 — 2.0 18.9 3.3

 5.7 0.5 0.3 1.4 — — 1.7 0.5 1.5 0.2 — 1.7 41.9 7.5

 10.1 1.5 1.5 30.2 0.3 — 10.4 1.2 3.8 1.1 0.3 2.1 9.5 3.8

 13.1 2.0 1.5 36.7 0.5 — 10.1 0.6 3.9 0.8 0.3 1.8 8.9 4.4

 12.1 1.2 0.7 24.0 — 0.2 6.1 0.5 2.5 0.5 0.2 3.0 23.5 7.6

 14.5 2.4 0.7 4.2 0.5 3.4 2.9 — 4.2 0.5 0.3 9.9 30.6 6.0

 17.4 1.9 0.6 3.1 — 2.1 2.0 0.1 2.0 0.4 0.2 3.3 40.2 2.4

 14.6 3.4 2.1 13.9 0.1 0.8 4.9 0.3 3.6 0.6 0.3 3.3 17.9 2.5

 13.9 3.2 1.5 6.1 0.3 3.8 3.5 — 3.1 0.4 0.2 8.5 24.8 3.0

 14.9 4.0 1.8 9.9 0.2 2.7 5.3 0.3 3.9 0.6 0.4 7.2 19.2 3.3

 8.6 1.5 — 1.2 — 0.5 1.3 0.2 1.4 0.2 — 6.8 43.2 3.6

 6.1 6.1 4.1 8.8 0.2 0.6 15.4 1.0 10.3 1.8 0.2 1.1 6.4 2.9

 3.9 3.6 3.2 6.3 0.3 0.9 18.1 1.2 9.8 1.9 — 1.1 8.6 3.6

 5.3 2.0 0.6 13.9 0.1 0.2 9.6 0.5 2.9 0.6 — 3.3 20.0 4.6

 4.0 1.4 0.7 1.6 0.2 0.3 1.6 0.3 2.8 0.2 0.1 2.6 42.8 12.1

 6.6 3.2 1.8 33.6 0.1 0.6 13.3 0.6 4.5 0.6 — 2.0 10.3 5.0

 8.8 2.3 1.8 39.4 0.2 0.4 11.9 0.8 3.4 0.7 0.1 1.8 9.9 4.7

 9.4 1.6 1.2 30.1 0.3 0.6 8.2 0.5 3.0 0.5 0.3 3.1 22.2 6.2

 15.8 1.8 0.7 6.7 0.2 4.0 3.5 0.2 3.3 0.5 0.4 8.5 28.8 6.6
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いることが目立つ。

　そうしたなか大学進学者と異なる

のは，「オープンキャンパス・学校見

学会」の影響力である。短大進学者

について見ると，『最終的に入学した

学校に関心を持った時期』（30.2％）

と『第一志望の学校を受験校に決め

た時期』（36.7％）においては3割以

上が，『最終的な入学校を決めた時

期』においては4人に1人（24.0％）が

影響を受けたと考えている。いず

れも進路選択の極めて大切な場面。

そこでキーを握っているのがオープ

ンキャンパスであり，学校見学会で

ある。

・専門学校進学者に影響を与えた
もの

　専門学校進学者の場合（図表2-3）

は，短大進学者以上に「オープンキ

ャンパス・学校見学会」が影響力を

持っている。なかでも『最終的に入

学した学校に関心を持った時期』

（33.6％），『第一志望の学校を受験

校に決めた時期』（39.4％），『最終的

な入学校を決めた時期』（30.1％）の

3つでは3割を超えている。また，こ

の3つほどではないが，『進学先を

大学・短大・専門学校などのどれに

するかを決めた時期』においても，

13.9％が「オープンキャパス・学校

見学会」に影響されたと回答してい

る。

　逆に，それほど影響力がないのは

「高校の先生からの情報やアドバイ

ス」と「家族からの情報やアドバイス」

である。たとえば，大学進学者は『学

んでみたい分野を考え始めた時期』

や『学んでみたい分野を決めた時期』

において，それぞれ14.1％，16.1％

が「高校の先生からの情報やアドバ

イス」の影響を受けたと回答してい

るが，専門学校進学者の場合はそれ

ぞれ5.7％，7.0％にとどまっている。

むしろ，その時期に頼りにしている

のは「学校案内やパンフレット」や「高

校でもらったり自宅に届いた進学情

報誌」である。また，『進学先を大学・

短大・専門学校などのどれにするか

を決めた時期』においては，大学進

学者の24.1％が「家族からの情報や

アドバイス」の影響を受けているが，

専門学校進学者の場合は14.6％に

とどまっている。やはり，ここでも頼

りにしているのは「学校案内やパン

フレット」（19.7％）や「高校でもらっ

たり自宅に届いた進学情報誌」（16.7

％）である。このように，専門学校進

学者の場合は，高校の先生や家族

にはあまり頼らず，学校案内やパン

フレット，無料の進学情報誌を参考

に自分で考えたり，オープンキャン

パスや学校見学会に足を運んで自

分の目で確かめて最終決断したりす

る傾向が強い。

・�情報源としての携帯電話は活用
はこれから

　このほか，インターネットや携帯電

話から得られる情報については，進

学先による違いはほとんど見られな

かった。比較的影響力があるのは「各

学校のホームページ（パソコン）」。『ど

んな学校があるかを調べ始めた時

期』『最終的に入学した学校に関心

を持った時期』などいくつかの時期

において，1割を超える回答を得て

いる。「進学情報サイト（パソコン）」も『ど

んな学校があるかを調べ始めた時

期』『興味を持った学校の資料請求

をした時期』では1割前後が活用して

いる。

　一方，同じホームページや進学情

報サイトでも，携帯電話となると，影

響力はまだまだ低い。進学先に関

係なく，大半が1パーセント未満だが，

携帯電話所有の低年齢化，通信料

金の定額化など変化が激しく，情報

源としての携帯電話の活用はこれか

らといえる。

入学時」（66.1％）より8.0ポイント増

えている。その後，進路を変更した

り，浪人を選んだりして，最終的に

66.6％が大学に進学している。最も

多かった高校3年4月頃と比べると

7.5ポイント減ったことになる。これ

に対して，高校入学時に，それぞれ

2.8％，7.6％だった短大と専門学校

への進学希望は一度も低下すること

なく，最終的には7.0％，13.5％まで

増えている。

　こうした変化を99年の調査結果と

比較してみる。

　注目したいのは，07年は大学進学

希望者のピークとなる高校3年4月

頃からの減少幅が99年よりも小さく

なっていること。99年は

56.7％から最終的には

43.1％へと13.6ポイント

低下したが，07年は7.5

ポイントの低下にとどま

っている。いったん大

学進学を決めた者の多

くが，進路変更すること

なく，希望を貫いている

わけである。かつては

学力不足などを理由に，

大学から短大や専門学

校に進路変更を余儀な

くされていた層が，全入

化によって，そのまま希

望を維持できているとも

いえよう。

　実際，短大と専門学

校について見ると，99年

は高校3年の4月頃から

最終進路が決定するま

でに，それぞれ3.6ポイ

ント，3.4ポイント増えて

いたが，07年は2.1ポイ

ント，1.5ポイントの増加

にとどまっている。

　一方，図表4は，高校

入学時から卒業までに，

①大学から短大または

専門学校，②短大から

大学または専門学校，

③専門学校から大学または短大，へ

と進路変更した者の割合を99年と

07年とで比較したものである。“変

更あり”の数値を見ると，99年に9.7

％あった大学から短大への進路変

更は07年に5.5％へと大幅減，大学

から専門学校への進路変更は10.3

％から10.0％へとほぼ横ばいである
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・ 「大学」と決めれば最後まで貫く生徒が増える
・ 「専門→大学」の理由は，学歴重視と家族の勧め

希望進路の変更時期と変更理由
3

・希望進路の変更状況
　図表3-1と3-2は，高校入学時か

ら最終進路決定に至るまでの進路

希望の変化を時系列で追ったもの

である。高校入学時に「進路を決め

ていなかった」という者が，時が経

つにつれ何らかの進路を選択して

いく一方で，いったんは大学進学に

決めていた者が，しばらくして短大

や専門学校に進路を変えたり，ある

いは逆の進路変更がなされたりしな

がら，最終的な進路決定へとたどり

着いていることがわかる。たとえば，

図表3-1によって大学進学希望者を

見ると，最もその割合が多くなるの

は「高校3年4月頃」の74.1％。「高校

ｉ．最終的な進路 

ｈ．高校3年2月頃 

ｇ．高校3年12月頃 

ｆ．高校3年9月頃 

ｅ．高校3年4月頃 

ｄ．高校2年9月頃 

ｃ．高校2年4月頃 

ｂ．高校1年9月頃 

ａ．高校入学時 

図表3‑1　希望進路の移り変わり 2007年（全体／各単一回答） 

無回答 

大学  短大  専門学校  浪人を考えていた  就職を考えていた 

進路を決めていなかった  覚えていない 

66.1%

68.3

70.2

71.3

74.1

74.0

73.2

70.1

66.6 7.0 13.5 7.2 4.1

6.2 12.6 3.74.0 2.6

0.8

5.9 3.9 2.412.5

5.9 4.0 1.812.5

4.9 12.0 4.2 1.5

4.5 11.9 3.8 5.6 1.2

1.3

4.1 10.7 3.6 8.1 1.2

3.5 9.1 3.6 11.2 3.0 1.1

2.8 7.6 3.7 14.3 4.8 0.8

0.1

0.1

0.1

0.3

0.4

0.8 0.8 0.3

2.5 0.5

2.0

1.3 0.6 0.2

0.6 0.2

0.9

（n=9872） 

ｉ．最終的な進路 

ｈ．高校3年2月頃 

ｇ．高校3年12月頃 

ｆ．高校3年9月頃 

ｅ．高校3年4月頃 

ｄ．高校2年9月頃 

ｃ．高校2年4月頃 

ｂ．高校1年9月頃 

ａ．高校入学時 

図表3‑2　参考）希望進路の移り変わり 1999年（全体／各単一回答） 

無回答 

大学  短大  専門学校  浪人を考えていた  就職を考えていた 

進路を決めていなかった  覚えていない 

52.5%

54.3

55.2

55.3

56.7

54.4

53.0

49.6

43.1 17.0 20.9 9.8 5.9 3.3 0

0

15.9 19.9 4.0 6.6 2.5

15.7 19.3 6.5 2.2

15.3 19.4 6.9 1.4

13.4 17.5 7.5 3.0

12.1 15.9 7.0 6.7

11.1 13.2 6.6 1.4

1.4

1.3

10.3

9.2 10.6 6.7 14.8 1.32.9

0.1

0.2

0.3

0.4

1.2

1.9

8.3 8.3 6.5 18.9 4.6 1.0

0

2.0

1.3

0.3

0.21.2

0.11.2

0.21.4

（n=6629） 
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由として最も多いのは「学生生活は

短くていいと思った」。続く高校2年

の4月から高校3年の4月にかけて変

更した場合は「仕事に役立つ知識や

技術が身に付くと思った」が最も多

く，多少なりとも自分のキャリアを考

えた進路変更をしていることがわか

る。しかし，高校3年になると，「自分

の学力に合わせた」，さらに，夏休み

を過ぎると，「受験の結果が不合格

であった」が多くを占め，学力不足な

どが原因で進路を変更していること

がわかる。

　一方，同じく大学からの進路変更

でも専門学校への変更の場合は，

短大とは若干様子が異なる（図表

5-2）。まず，高校入学時から高校2

年の夏休み後までの進路変更の理

由としては，4割前後の生徒が「新し

い分野に興味を持った」と回答して

いる。そして，高校3年の4月から12

月くらいになると「仕事に役立つ知識

や技術が身に付くと思った」，最後

に高校3年の12月を過ぎると，「受験

の結果が不合格であった」が最も多

くなる。短大への進路変更と違い，「自

分の学力に合わせた」という回答が

比較的少ないのが特徴だ。

　短大から大学への進路変更につ

いてはこれといった決定的な理由

がない（図表5-3）。時期に関係なく

上位を占めているのは「取ってみた

い資格や免許ができた」「幅広い教

養が身に付くと思った」「学生生活

が充実すると思った」「学生生活を

長く過ごしたいと思った」「就職が有

利になると思った」「先生の勧めが

あった」などである。

　これに対して短大から専門学校へ

の進路変更では，高校3年の12月以

降になると「受験の結果が不合格で

あった」が理由の中心となるが，そ

れ以前は「取ってみたい資格や免許

ができた」「就職が有利になると思

った」「仕事に役立つ知識や技術が

身に付くと思った」といった項目が

常に上位を占める（図表5-4）。専門

学校への進路変更は，大学への進

路変更より目的意識がはっきりして

いるように思われる。

　専門学校から大学への進路変更
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のに対して，専門学校から大学への

進路変更は6.0％から8.1％へと2.1

ポイント増えている。短大や専門学

校の側から見ると，大学進学希望者

を振り向かせることはかなり難しく

なっており，逆に大学に志願者を奪

われるケースが増えてきていると言

えそうだ。

・希望進路の変更理由
　次に，先に挙げたような希望進路

の変更の理由を図表5-1〜5-6によ

って時系列で見ていこう。

　まず，大学から短大へと進路を

変更しているケース（図表5-1）では，

高校入学時から高校2年の4月くらい

までの時期に変更した者の変更理

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか
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図表4　希望進路変更者の割合1999‑2007比較 

専門学校 
 

短大 

専門学校 
 

大学 

短大 
 

専門学校 

短大 
 

大学 

大学 
 

専門学校 

大学 
 

短大 

9.7

5.5

10.3
10.0

3.6

3.1

5.8

2.1

6.0

8.1

1999年 

2007年 

4.3

2.1

 ③14.9 ③14.9 4.3 ②17.0 4.3 10.6 — ⑤12.8 — — — — 2.1 6.4 4.3 6.4

 10.0 ④13.3 3.3 ②21.7 6.7 1.7 1.7 10.0 — — — — 1.7 6.7 1.7 5.0

 ③18.3 ①21.7 1.7 ①21.7 6.7 13.3 — ④16.7 3.3 — — — 3.3 11.7 5.0 3.3

 17.5 ①23.8 2.5 ⑤18.8 3.8 15.0 1.3 13.8 8.8 1.3 — 1.3 — 2.5 5.0 2.5

 13.1 17.7 2.3 ①22.3 15.4 14.6 0.8 ⑤18.5 ①22.3 — 3.1 — 0.8 11.5 7.7 3.8

 10.2 ③16.3 6.1 ①24.5 ③16.3 10.2 2.0 ③16.3 ③16.3 2.0 ①24.5 — — 12.2 16.3 2.0

 7.1 4.8 4.8 ②16.7 4.8 ③14.3 2.4 ④11.9 — — ①61.9 4.8 2.4 9.5 4.8 —

 2.7 2.7 — ③8.1 ②10.8 ③8.1 — 1.4 — 1.4 ①73.0 — — 2.7 4.1 9.5
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図表5-1　時期別　志望変更の理由　大学→短大（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 47 8.5 ⑤12.8 ⑤12.8 10.6 — 8.5 4.3 — ①19.1 2.1 2.1

 高1の夏休み後から高2の4月 60 ④13.3 ③15.0 8.3 10.0 — 11.7 11.7 — ①23.3 1.7 1.7

 高2の4月から夏休み後 60 13.3 ④16.7 6.7 ④16.7 6.7 10.0 11.7 — ④16.7 — —

 高2の夏休み後から高3の4月 80 ⑤18.8 ②21.3 7.5 13.8 2.5 ④20.0 10.0 1.3 ②21.3 1.3 2.5

 高3の4月から夏休み後 130 14.6 17.7 10.8 ①22.3 3.1 ④19.2 12.3 0.8 14.6 3.1 1.5

 高3の夏休み後から12月 49 6.1 4.1 2.0 10.2 2.0 8.2 14.3 — 12.2 — —

 高3の12月から2月 42 4.8 7.1 2.4 2.4 — 4.8 4.8 — ④11.9 2.4 2.4

 高3の2月から卒業まで 74 2.7 — 1.4 ⑤4.1 1.4 — 2.7 — 2.7 — —

 ④12.5 ②36.5 2.1 ⑤10.4 — 6.3 — 1.0 — — — — 1.0 7.3 2.1 1.0

 ④18.1 ②35.6 0.6 11.3 1.9 4.4 2.5 8.1 1.3 — — — 0.6 ⑤11.9 7.5 5.0

 ④19.9 ①39.1 0.6 ⑤13.5 5.1 4.5 — 6.4 — — — 0.6 — 12.8 7.7 2.6

 ④24.6 ①38.8 0.5 ⑤14.8 1.6 4.9 0.5 10.9 1.1 0.5 — 1.1 0.5 10.4 6.0 4.9

 ③21.4 ①40.5 1.4 15.3 5.1 12.6 1.9 11.2 9.8 — 2.3 0.9 0.5 7.4 8.8 7.9

 ⑤15.3 ②25.0 2.8 12.5 5.6 9.7 1.4 11.1 6.9 — ①26.4 1.4 — ③23.6 5.6 5.6

 ⑤12.2 ②24.5 — 10.2 2.0 2.0 — 6.1 2.0 — ①40.8 2.0 4.1 ③16.3 10.2 6.1

 ③10.3 ②17.2 1.7 ④6.9 — ④6.9 — 5.2 — — ①70.7 5.2 3.4 3.4 6.9 8.6

図表5-2　時期別　志望変更の理由　大学→専門学校（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 96 ①43.8 ③31.3 3.1 4.2 1.0 4.2 7.3 1.0 5.2 — 3.1

 高1の夏休み後から高2の4月 160 ①38.8 ③23.1 8.1 6.3 0.6 6.3 6.3 0.6 4.4 1.3 0.6

 高2の4月から夏休み後 156 ①39.1 ③29.5 6.4 6.4 1.3 10.3 7.7 — 2.6 1.3 —

 高2の夏休み後から高3の4月 183 ②29.0 ③27.3 1.6 10.9 3.8 10.9 10.4 1.6 3.8 — 0.5

 高3の4月から夏休み後 215 ④20.5 ②23.7 8.8 ⑤16.3 3.7 14.0 10.7 1.9 4.2 0.9 2.3

 高3の夏休み後から12月 72 9.7 ④16.7 9.7 ⑤15.3 2.8 5.6 12.5 — 4.2 — —

 高3の12月から2月 49 6.1 ④14.3 4.1 4.1 2.0 8.2 8.2 — 2.0 — 2.0

 高3の2月から卒業まで 58 3.4 5.2 3.4 3.4 — 1.7 1.7 1.7 — — 1.7
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 ①26.1 21.7 ①26.1 — 13.0 8.7 — — — — — — 8.7 — 13.0 8.7

 11.6 14.0 2.3 2.3 ④16.3 9.3 — — 2.3 — — 2.3 4.7 — — 18.6

 ③20.8 12.5 8.3 4.2 ⑤16.7 6.3 4.2 — — — — 4.2 8.3 2.1 4.2 8.3

 ④22.5 14.6 11.2 3.4 16.9 16.9 1.1 — 5.6 — — 2.2 7.9 — 3.4 13.5

 ④22.7 15.2 19.7 4.5 ①28.8 19.7 3.0 3.0 15.2 — — 9.1 7.6 — 4.5 7.6

 ⑤18.5 11.1 11.1 3.7 11.1 ①22.2 7.4 — 11.1 — — — 11.1 — — 25.9

 ②20.0 ①40.0 — — ②20.0 ②20.0 — — — — — — — — 20.0 40.0

 — ③11.1 ③11.1 — ③11.1 ③11.1 ③11.1 — — — ②22.2 — — — — 11.1

図表5-6　時期別　志望変更の理由　専門学校→短大（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 14 ②21.4 14.3 7.1 ②21.4 — 14.3 14.3 — 7.1 — —

 高1の夏休み後から高2の4月 28 ③28.6 17.9 ①46.4 ④21.4 3.6 17.9 17.9 3.6 — — —

 高2の4月から夏休み後 39 10.3 ①28.2 ④17.9 ④17.9 — ④17.9 10.3 2.6 5.1 — 2.6

 高2の夏休み後から高3の4月 51 ④11.8 9.8 ③13.7 9.8 2.0 3.9 7.8 — 9.8 — 5.9

 高3の4月から夏休み後 61 ①19.7 9.8 ④18.0 14.8 3.3 ①19.7 13.1 4.9 4.9 1.6 —

 高3の夏休み後から12月 11 9.1 — — ①27.3 — ①27.3 ④18.2 9.1 9.1 — —

 高3の12月から2月 5 — ①20.0 ①20.0 ①20.0 — — ①20.0 — — — —

 高3の2月から卒業まで — — — — — — — — — — — —

図表5-5　時期別　志望変更の理由　専門学校→大学（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 50 12.0 10.0 ①26.0 6.0 4.0 10.0 10.0 8.0 — — —

 高1の夏休み後から高2の4月 118 ⑤19.5 13.6 ①23.7 5.9 1.7 5.9 13.6 9.3 — 1.7 1.7

 高2の4月から夏休み後 109 ⑤19.3 15.6 ①21.1 9.2 0.9 7.3 12.8 14.7 0.9 0.9 0.9

 高2の夏休み後から高3の4月 219 16.9 11.9 ②21.5 9.1 1.4 9.1 ④20.1 ⑤19.2 0.5 0.5 1.4

 高3の4月から夏休み後 201 ④17.9 11.9 ②22.4 11.9 3.0 11.9 13.4 13.9 — 0.5 1.0

 高3の夏休み後から12月 74 4.1 5.4 ④14.9 6.8 4.1 5.4 2.7 ③17.6 — — —

 高3の12月から2月 20 5.0 10.0 — 10.0 — 10.0 5.0 10.0 — — —

 高3の2月から卒業まで 13 ①23.1 — ①23.1 7.7 — 7.7 15.4 15.4 — — 7.7

図表5-4　時期別　志望変更の理由　短大→専門学校（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 13 ①61.5 ③23.1 ⑤7.7 ⑤7.7 — ④15.4 — — — ⑤7.7 ⑤7.7

 高1の夏休み後から高2の4月 26 ③19.2 ②23.1 3.8 — — 7.7 3.8 — 7.7 — —

 高2の4月から夏休み後 35 ②22.9 ②22.9 5.7 5.7 2.9 ⑤17.1 2.9 — — — —

 高2の夏休み後から高3の4月 41 ①34.1 ③24.4 12.2 17.1 2.4 ④22.0 14.6 — 2.4 — —

 高3の4月から夏休み後 51 13.7 ③19.6 9.8 ⑤17.6 3.9 ②21.6 7.8 — 3.9 — 2.0

 高3の夏休み後から12月 21 ⑤19.0 ①28.6 ③23.8 14.3 4.8 14.3 9.5 4.8 — 4.8 —

 高3の12月から2月 10 — ④10.0 ②20.0 ②20.0 — ④10.0 ④10.0 — — — —

 高3の2月から卒業まで 10 — 10.0 10.0 ②20.0 — 10.0 10.0 — 10.0 — —
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図表5-3　時期別　志望変更の理由　短大→大学（全体／各複数回答） ※時期別にポイントが高い順にランク付け　※時期別に一番高い数値に網掛け （％）

 高校入学時から高1の夏休み後 23 ①26.1 13.0 ①26.1 4.3 4.3 13.0 ①26.1 ①26.1 — — —

 高1の夏休み後から高2の4月 43 ③18.6 ①20.9 ①20.9 11.6 — 2.3 14.0 ④16.3 — — 2.3

 高2の4月から夏休み後 48 14.6 ②22.9 ①27.1 8.3 4.2 4.2 12.5 ③20.8 — — 2.1

 高2の夏休み後から高3の4月 89 ⑤20.2 ②25.8 ①31.5 15.7 5.6 12.4 ⑤20.2 ②25.8 — — —

 高3の4月から夏休み後 66 13.6 ③24.2 19.7 13.6 4.5 16.7 ④22.7 ②25.8 — — —

 高3の夏休み後から12月 27 11.1 14.8 14.8 ①22.2 — ①22.2 ①22.2 14.8 — — 7.4

 高3の12月から2月 5 ②20.0 — ②20.0 — — — ②20.0 — — — —

 高3の2月から卒業まで 9 — ③11.1 ③11.1 — — — ③11.1 ①33.3 — — —

 ⑤7.7 ②30.8 — — — — — — — — — — — — 7.7 15.4

 ⑤11.5 ①46.2 — — 3.8 ④15.4 — — 3.8 — — — 3.8 — 3.8 11.5

 ②22.9 ①37.1 — 8.6 2.9 14.3 — 8.6 — — — — — 5.7 8.6 11.4

 ④22.0 ②31.7 — 9.8 7.3 7.3 2.4 7.3 4.9 — — — — 12.2 7.3 2.4

 ③19.6 ①33.3 — ⑤17.6 7.8 11.8 2.0 13.7 13.7 — 3.9 — 3.9 5.9 7.8 7.8

 ⑤19.0 ①28.6 — 4.8 ③23.8 14.3 — 4.8 14.3 — 4.8 — — — 9.5 4.8

 ④10.0 ④10.0 — ④10.0 ④10.0 — ④10.0 — — — ①60.0 — — — — 10.0

 ②20.0 ②20.0 — 10.0 10.0 10.0 10.0 — ②20.0 — ①50.0 — — ②20.0 10.0 —

 ①26.0 ⑤18.0 16.0 4.0 ①26.0 ④20.0 8.0 2.0 2.0 2.0 — 8.0 6.0 — 2.0 2.0

 ⑤19.5 11.9 ①23.7 1.7 ④21.2 ③22.0 — 3.4 0.8 — — 4.2 4.2 — 2.5 11.0

 17.4 11.0 ①21.1 10.1 ③20.2 ③20.2 — 5.5 2.8 — — 9.2 9.2 — 4.6 10.1

 17.4 16.0 ③20.5 4.6 16.9 ①22.8 1.4 2.3 3.7 1.4 0.5 8.2 5.9 0.9 4.1 14.2

 12.4 13.9 ⑤16.4 5.0 ③20.4 ①23.9 1.5 4.5 11.4 0.5 — 6.0 9.0 1.0 4.5 13.4

 12.2 8.1 ①21.6 4.1 9.5 ②18.9 4.1 1.4 — — 1.4 8.1 ⑤13.5 — 1.4 23.0

 ④15.0 5.0 ②20.0 5.0 ②20.0 ①30.0 5.0 5.0 5.0 — — ④15.0 10.0 — — 25.0

 ①23.1 ①23.1 7.7 7.7 15.4 ①23.1 7.7 15.4 7.7 — 7.7 7.7 7.7 — — 23.1

 7.1 ②21.4 — ①28.6 ②21.4 7.1 — 7.1 — — — — — — — —

 ④21.4 ②32.1 14.3 3.6 17.9 ④21.4 — 7.1 — — — 7.1 — — 3.6 3.6

 ④17.9 ③20.5 7.7 7.7 12.8 ②23.1 — 5.1 5.1 — — — 10.3 — 5.1 —

 ④11.8 ④11.8 7.8 7.8 ①19.6 ②17.6 — 9.8 5.9 — — 5.9 7.8 2.0 3.9 9.8

 14.8 ④18.0 8.2 8.2 ①19.7 ④18.0 — 6.6 16.4 1.6 — 1.6 4.9 3.3 3.3 13.1

 ④18.2 ④18.2 — 9.1 9.1 ①27.3 9.1 ④18.2 ④18.2 — — — — ④18.2 18.2 9.1

 — — — ①20.0 — — — — — — ①20.0 — — — 20.0 —

 — — — — — — — — — — — — — — — —
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いるわけである。

　その一方で，大学への出願は2.15

校から2.32校へ，専門学校への出願

は1.56校から1.58校へと，いずれも

わずかながら増えた。全入化のなか，

短大の魅力が薄れているということ

だろうか。

・専門学校進学者の出願状況
　専門学校進学者の場合も，短大進

学者の短大出願と同様に，専門学

校への出願が減っている。興味・関

心が4.69校から3.96校，資料請求が

4.31校から3.90校，出願が1.29校か

ら1.18校へとなっている。その分，短

大への出願が増えているわけではな

い。興味・関心が2.81校から2.21校，

資料請求が2.67校から2.16校，出願

が1.31校から1.06校へといずれも減

っている。増えているのは大学への

出願である。資料請求については

3.80校で変化はないが，興味・関心

が3.96校から4.01校，出願が2.11校

から2.30校へとわずかずつ増えてい

る。

・大学進学者の出願数の中身は？
　こうした結果から考えると，全入化

が進むなか，短大や専門学校への進

学者は以前に比べて受験校を絞り

込む一方で，大学へも目を向けるよう

になっているように見える。これに対

して，出願数が2.99校と，99年と07

年とを比較して変化のなかった大学

進学者はどうか。ここでは，大学進学

者の大学への出願数について図表

6-2から細かく見てみよう。

　まず，出願数2.99校の中身だが，

99年と07年では微妙に異なることが

わかる。つまり，出願数が「1校」とい

うケースが33.3％から38.2％へと4.9

ポイント増加している一方，「5校以上」

というケースも20.9％から22.3％へと

1.4ポイント増えている。

 「1校」の増加は一般化してきたAO入

試や自己推薦入試によって大学に進

学する生徒が増えている結果だろう。

実際，図表6-3のとおり，合格した大

学の入試方法別に見ると，AO入試

で大学に進学した生徒のうち1校し

か出願しなかった者は72.9％を占め

ている。また，自己推薦入試での進

学者のうち56.8％が出願1校の生徒

19カレッジマネジメント146 / Sep.-Oct. 2007

　次に，一人ひとりの受験生が，ど

のくらいの数の学校に興味・関心を

持ち，何校くらいに資料請求を行い，

最終的に何校に出願したのかを，大

学進学者，短大進学者，専門学校進

学者それぞれについて，99年と07

年とを比較しながら見てみる。

・大学進学者の出願状況
　まず大学進学者の出願状況（興味・

関心，資料請求，出願数）について

見てみよう。図表6-1によると，大学

に対しては，興味・関心を持った学

校が6.05校。これは99年の6.31校よ

り少ない。しかし，資料を請求した

学校は5.73校から5.87校へとわずか

に増えた。そして，最終的に出願し

たのは2.99校。これは99年とまった

く同じである。

　一方，最終的に大学に進学した生

徒の，短大や専門学校への関心は薄

れているようだ。短大，専門学校と

もに興味・関心を持った学校の数，

資料請求した学校の数，出願した学

校の数いずれも減っている。特に専

門学校については，興味・関心を持

った学校が4.08校から2.87校へ，資

料請求した学校数が4.04校から2.86

校へと1校以上少なくなった。その

結果，出願数も1.70校から1.40校へ

と0.3校減っている。

・短大進学者の出願状況
　短大進学者については，短大そ

のものへの出願数が減っているの

が目につく。興味・関心は4.05校か

ら2.73校へ，資料請求は3.87校から

2.76校へ，出願は1.41校から1.21校

へ，といった具合である。興味・関心，

資料請求については1校以上減って

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか

18 カレッジマネジメント146 / Sep.-Oct. 2007

・減少傾向にある短大，専門学校への出願数
・出願数横ばいの大学だが，二極分化の様相が

興味を持った学校や出願した学校の数の変化
4

・短大・専門学校進学者に評価の高い学校見学会
・専門学校進学者は高校に頼らず自分で情報収集

情報の入手経路
5

図表6‑2　出願校数分布＜大学＞時系列   

１校　　　　２校　　　　３校　　　　４校　　　　５校以上　　　　無回答 

１校　　　　２校　　　　３校　　　　４校　　　　５校以上　　　　無回答 

図表6‑3　出願校数分布＜大学＞時系列     
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(n=6390) 

(n=2858)

　次に，進学者が個別の学校の情報

を入手するために，どのようなメデ

ィアや方法を利用し，あるいは頼り

にしているのかを見てみよう。

・複数回答の結果より
　図表7-1によると，進学者全体で

最も多く挙がったのは「学校案内や

パンフレット」の78.4％。以下，「高

校でもらったり自宅に届いた進学

情報誌」（57.6％），「オープンキャン

パス・学校見学会」（54.1％），「各学

校のホームページ（パソコン）」（47.1

％）と続く。この4つの順位は大学進

である。平均出願数はAO入試利用

者が1.51校，自己推薦入試利用者が

1.65校となっている。

　これに対して「5校以上」の増加は，

全入化が進むなかにあっても，難関

の大学はこれまで同様に激戦である

一方で，私立大学の多くがセンター入

試に参加するようになり，受験生にと

っては少ない負担で併願しやすくな

ったことが理由として考えられる。実

際，センター入試を利用して大学に

進学した生徒のうち44.4％が「5校以

上」出願しており，平均数は4.62校と

なっている。

も，図表5-5のとおり，時期による違

いはあまり見られない。ほとんどの

時期で共通して多いのは「幅広い教

養が身に付くと思った」「学歴を重

視した」「家族の勧めがあった」の3

つ。中身よりも学歴が重視され，また，

外（家族）からの働きかけによって進

路希望が変わることは専門学校関係

者にとっては気になるところであろ

う。「先生の勧めがあった」もこれほ

どではないが，多い時期には2割以

上が挙げている。同様に，専門学校

から短大への進路変更においても，

これといった理由はないが，やはり

「家族の勧めがあった」が多くの時

期で上位に入っている（図表5-6）。

調査数調査年

興味
関心

（校）

資料
請求

（校）
出願

（校）

興味
関心

（校）

資料
請求

（校）
出願

（校）

興味
関心

（校）

資料
請求

（校）
出願

（校）

大学へ 短大へ 専門学校へ

 大学進学者 2007年 6390 6.05 5.87 2.99 2.07 2.01 1.20 2.87 2.86 1.40

  1999年 2858 6.31 5.73 2.99 2.90 2.70 1.55 4.08 4.04 1.70

 短大進学者 2007年 685 4.65 4.65 2.32 2.73 2.76 1.21 3.32 3.39 1.58

  1999年 1130 4.68 4.57 2.15 4.05 3.87 1.41 3.87 3.80 1.56

 専門学校進学者 2007年 1307 4.01 3.80 2.30 2.21 2.16 1.06 3.96 3.90 1.18

  1999年 1384 3.96 3.80 2.11 2.81 2.67 1.31 4.69 4.31 1.29
※１校以上回答した人の平均

図表6-1　出願状況（興味・関心，資料請求，出願数）の変化
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学者も同じだが，短大進学者と専門

学校進学者は違っており，「高校で

もらったり自宅に届いた進学情報

誌」より「オープンキャンパス・学校

見学会」のほうが上位に来ている。

このうち「オープンキャンパス・学

校見学会」は短大進学者（66.6％），

専門学校進学者（63.5％）ともに3人

に2人までが情報源として利用して

いるのに対して，大学進学者の場合

は51.7％と2人に1人にとどまって

いる。

　一方，5位以下を見ても，情報源に

よって頼りにしている度合いが三

者で異なるケースがいくつかある

ことがわかる。まず，「高校の先生か

らの情報やアドバイス」（大学42.1

％，短大39.4％，専門学校25.2％）に

ついては，大学進学者や短大進学者

の4割前後が頼りにしているが，専

門学校進学者の場合は20％台であ

る。また，「家族からの情報やアドバ

イス」（同20.4％，21.9％，13.8％），そ

れほど目立たないが，「高校の先生

が作った資料」（同12.2％，8.8％，4.8

％）についても，専門学校進学者は

大学・短大進学者ほどには情報源と

していない。

　このほか，「塾・予備校の先生から

の情報やアドバイス」（同21.9％，8.5

％，3.2％）と「塾・予備校で配布され

た資料」（同16.0％，4.2％，3.1％）の2

つについては，短大進学者と専門学

校進学者は情報源としてほとんど

挙げていない。

　こうして見ると，とくに専門学校

進学者は，塾・予備校はもちろんだが，

高校や家族からの情報やアドバイ

スも利用していない，というよりも，

これらから十分な情報提

供がなされていないこと

がわかる。専門学校進学

者が利用しているのは「学

校案内やパンフレット」

「オープンキャンパス・学

校見学会」「高校でもらっ

たり，自宅に届いた進学

情報誌」「各学校のホーム

ページ（パソコン）」など，

多くは自分のほうから情

報提供を働きかけたり，

アクセスしたりするもの

である。

・単一回答より
　最も役に立ったものとして，利用

した情報源を一つだけ挙げてもら

ったところ，図表7-2のとおり，多く

の進学者が「オープンキャンパス・

学校見学会」，もしくは「学校案内や

パンフレット」を挙げた。全体では

それぞれ22.8％，22.6％。この2つの

いずれかを挙げた者は2人に1人（合

計45.4％）に達する。もっとも，複数

回答の結果がそうであったように，

単一回答の結果を見ても，短大進学

者や専門学校進学者に比べると，情

報源としての「オープンキャンパス・

学校見学会」の評価は大学進学者に

おいてそれほど高くない。短大進学

者の33.4％，専門学校進学者の35.8

％が“最も役に立った”と回答して

いるが，その割合は大学進学者では

20.4％にとどまっている。むしろ「学

校案内やパンフレット」（23.9％）を

評価している者のほうが多い。

　3位以下を進学先別に見ても，複

数回答の結果を裏付ける結果が出

ている。3位の「高校の先生からの情

報やアドバイス」（大学12.8％，短大

10.1％，専門学校5.9％）については，

大学・短大進学者に比べて専門学校

進学者の評価が低く，6位の「塾・予

備校の先生からの情報やアドバイ

ス」（同6.1％，0.9％，0.8％）について

は大学進学者に比べて短大・専門学

校進学者の評価が低い。

　このほか，「各学校のホームペー

ジ（パソコン）」や「進学情報サイト（パ

ソコン）」については，先の複数回答

では全体値でそれぞれ47.1％，21.6

％，単一回答でもそれぞれ7.3％，4.3

％が評価しており，いずれもある程

度の評価を得ているが，同じ情報サ

イトでも携帯電話となると，「進学

情報サイト（携帯）」（複数回答6.0％，

単一回答0.9％）や「各学校のホーム

ページ（携帯）」（同5.9％，0.2％）はあ

まり利用されていない。携帯電話が

情報入手に積極的に活用されるの

はこれからのように見える。
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83.7％，大学進学者は71.2％となっ

ている。

・不参加理由
　学校主催のイベントに参加しな

かったと回答した者に，その理由を

聞いたところ，最も多かったのは，
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学校主催イベントの
参加状況と評価Ⅱ

・参加率は8割。平均3.77回参加。99年より大幅増
・女子の約半数が親同伴で参加

学校主催のイベントへの参加状況
1

図表9‑1　2007年 学校主催イベント参加経験（全体／単一回答） 

参加した　　　　参加しなかった　　　　無回答 

参加した　　　　参加しなかった　　　　無回答 

図表9‑2　1999年 学校主催イベント参加経験（全体／単一回答）       

(n=9872) 

 (n=6390) 

 (n=685) 

 (n=1307) 

 (n=799) 

 (n=4112) 

 (n=5733)

全体 

大学 

短大 

専門学校 

浪人 

男性 

女性 

2007年　 

 

最終 

進路別 

男女別 

男女別 

(n=6629) 

 (n=2858) 

 (n=1130) 

 (n=1384) 

 (n=648) 

 (n=3267) 

 (n=3340)

全体  

大学  

短大 

専門学校 

浪人 

男性 

女性 

1999年 

 

最終 

進路別 

80.6% 16.6 2.8

82.4 15.0 2.6

92.3 6.0 1.8

91.3 6.1 2.6

73.8 23.8 2.4

72.8 23.8 3.5

2.386.3 11.4

61.8% 36.2 2.0

56.0 43.2 0.7

81.9 17.7 0.4

83.9 15.9 0.2

45.2 52.8 2.0

2.0

2.148.7 49.2

74.7 23.3

　最後に，進学者は志望校を検討

する際に，地元に残る意向をどの程

度持っているのかを見てみよう。

　図表8によると，「ぜひ地元に残り

たいと思っていた」と言う者は全体

の37.0％。「できれば」（16.1％）を合

わせると，過半数（53.1％）に達する。

残りの多くも，「どちらでも良かった」

（29.3％）で，地元を出たいと思って

いたという者は，「ぜひ」（4.3％）と「で

きれば」（8.2％）を合わせても12.5％

しかいない。

　男女別に見ると，地元に残りたい

と言う者は女子に多い。女子の場

合は「ぜひ」だけで41.9％。「できれ

ば」を合わせると，地元志向は6割近

く（57.3％）に達する。一方の男子は

3.77 

3.80 

3.91 

3.73 

3.49 

3.83 

3.61 

3.73 

3.62 

3.89

 12.5 

 12.4 

  9.6 

 12.1 

 16.4 

 10.3 

  18.2 

 14.9 

  14.1 

 11.3

 53.1 

 54.4 

 57.2 

 50.2 

 44.2 

 53.8 

 48.4 

 53.5 

 47.2 

 57.3

(n=9181) 

(n=6390) 

(n=685) 

(n=1307) 

(n=799) 

(n=5542) 

(n=1023) 

(n=2568) 

(n=3818) 

(n=5338)

37.0％ 

38.5 

39.6 

34.1 

27.4 

38.0 

33.5 

36.4 

30.3 

41.9

　　　  16.1 

　　　　15.8 

　　　　   17.7 

　　 16.1 

16.8 

　　　　15.8 

　　14.9 

　　　  17.1 

　16.9 

　　　　　15.5

　　 29.3 

　　   28.1 

　　     26.0 

　   31.2 

  38.3 

　　     30.7 

 28.4 

        26.5 

　33.5 

　　　  26.2

      8.2 

　  8.2 

　   7.0 

　 8.0 

　　9.8 

　　 7.0 

12.3 

　9.2 

　 9.0 

　   7.7

  5.1 

  5.1 

7.2 

 6.5 

　     

  5.2 

  5.0 

  5.1 

  5.2 

  5.1

   4.3 

   4.2 

  

 4.1 

        6.6 

   

  5.9 

  5.7 

  5.1

全体 

大学   

短大   

専門学校   

浪人   

１都３県・計（関東） 

愛知   

2府1県・計（関西）   

男性   

女性   

図表8　志望校検討時の地元選択志向（進学者（浪人含）／単一回答）     

ぜひ地元に残りたいと思っていた  できれば地元に残りたいと思っていた 

できれば地元を出たいと思っていた  ぜひ地元を離れたいと思っていた 

どちらでも良かった 

無回答 

進学者 

（浪人含） 

2.6

3.3

1.1

3.7

残りたい 
計 

離れたい 
計 

加重 
平均値 

高校所在 

エリア 

最終 

進路別 

性別 

残りたい・計  離れたい・計 

「ぜひ」（30.3％）と「できれば」（16.9

％）を合わせて地元志向は5割弱（47.2

％），3人に1人（33.5％）は「どちらで

も良かった」と回答している。

　最終進路別に見ると，特に地元志

向が強いのは，女子が大半を占める

短大進学者である。「ぜひ地元に残

りたいと思っていた」という者がほぼ

4割（39.6％）。「できれば」（17.7％）

を加えると57.2％に達する。地元を

離れたかったと言う者は，「ぜひ」（2.6

％）と「できれば」（7.0％）を合わせ

ても9.6％と1割にも満たない。逆に，

地元志向がそれほど強くないのは

専門学校進学者。「ぜひ」（34.1％）と「で

きれば」（16.1％）の合計値は50.2％

で5割を超えるが，大学進学者（54.4

％）と比較しても4.2ポイント少ない。

　高校の所在地別に見ると，関東（1

都3県）と関西(2府1県)の違いは，地

元を離れたいと言う者の割合が関西

のほうがやや多めであること。地元志

向は関東が合計53.8％，関西が53.5

％とほとんど差がないが，離れたい者

の割合は関東の10.3％に対して関西

は14.9％となっている。

　一方，その関西と比較しても，地

元志向が弱いのは愛知県。「ぜひ地

元に残りたいと思っていた」と言う

者は3人に1人（33.5％）。「できれば」

（14.9％）を合わせても48.4％にとど

まっている。地元を離れたいと思っ

ていたと言う者も，「ぜひ」（5.9％）と「で

きれば」（12.3％）とを合わせると2割

近く（18.2％）いる。関東や関西と比

較して，通学圏内の選択肢が少ない

ということだろうか。

・半数以上が「地元に残りたい」と考えている
・地元志向が比較的弱いのは愛知県

地元志向
6

　ここでは，大学や短大，専門学校

がそれぞれに主催するオープンキ

ャパスや学校見学会，体験入学など

のイベントへの参加の状況や目的

などについて聞いた。

・参加率
　まず，学校主催のイベントに「参

加したことがあるか」という質問に

対しては，全体の8割（80.6％）が「参

加した」と回答（図表9-1）。図表9-2

に示した99年の調査（61.8％）と比

較すると20ポイント近くも増えて

いる。何らかのイベントに参加する

ことは当たり前になったといえそ

うだ。最終進路別に見ると，参加率

が高いのは短大進学者（92.3％）と

専門学校進学者（91.3％）。いずれも

9割を超える。大学進学者の参加率

は82.4％で，両者より10ポイントほ

ど低い。男女別にみると，男性（72.8

％）を女性（86.3％）が大きく上回っ

ている。

　では，実際に進学した学校の主催

イベントへの参加率はどのくらい

なのか。それを見たのが図表9-3で

ある。これによると，専門学校進学

者の場合は91.5％。大半が少なくと

も1度はイベントに参加したうえ

で，その学校に進学しているわけで

ある。これに対して，短大進学者は
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る利用拡大が見込ま

れるとも考えられる。

　このほか「学校のホ

ームページを調べれ

ば十分にわかるから」

「学校案内やパンフレ

ットを読めば十分わ

かるから」「進学情報サ

イトで調べれば十分

わかるから」「進学情報

誌を読めば十分わか

るから」などはいずれ

も大学，短大への進学

者が専門学校進学者

よりも多く挙げてい

る。大学や短大のキャ

ンパスや授業を含め

たキャンパスライフ

については，そこに行

かなくともある程度

の想像ができるとい

うことだろうか。専門

学校についてはそれ

が難しく，“媒体だけで

は不十分”と考える傾

向が比較的強いよう

だ。

・参加回数
　8割が参加している

学校主催イベントだ

が，実際に参加した者

にその回数を尋ねる

と，「5回以上」が最も

多く，ほぼ3割（29.3％）

に 達 し て い る（ 図 表

11-1）。この割合は図表

11-2に示した99年（10.6

％）と比較すると18.7
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図表10のとおり，「日時の都合が合

わなかったから」を3人に1人（32.4

％）が挙げている。以下，10ポイント

ほど離れて「学校のホームページを

調べれば十分わかるから」（22.8％），

「気づいた時には終わっていたか

ら」（22.5％），「学校案内やパンフレ

ットを読めば十分わかるから」（17.4

％）などが続く。

　下位の項目も含め，進学先による

違いのあるもの，ないものがいくつ

かある。最上位の「日時の都合が合

わなかったから」と，それぞれ10％

前後が挙げた「参加したい学校が遠

すぎるから」の2つについては，進学

先による違いはほとんどない。一方，

この2つ以外の項目の多くは，専門

学校進学者に比べて大学，短大への

進学者が多く挙げている。たとえば，

「気づいた時には終わっていたか

ら」は専門学校進学者では20.0％だ

が，大学進学者の24.4％，短大進学

者に至っては31.7％が挙げている。

専門学校のなかには，1年間を通じ

て，毎週末何らかのイベントを行う

学校もある。それに対して大学や短

大のなかには夏休みにほんの数回，

というところもある。この差が出て

いるものと思われる。また，年に数

回の開催であっても，受験生が「そ

ろそろ行こうか」という時期に用意

され，その告知がきちんとなされて

いれば，「気づいた時には終わって

いた」ということはあまりないもの

と思われる。見方を変えれば，開催

日や開催時期を工夫することによ

り，大学や短大のイベントはさらな

 32.4
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 39.0
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34.7
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図表10　学校主催イベントへの不参加理由（イベント不参加者／複数回答） 
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日
時
の
都
合
が

合
わ
な
か
っ
た
か
ら

 22.8
 25.4
 22.0
 15.0
 30.5
28.0
15.1

学
校
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
調
べ
れ
ば

十
分
わ
か
る
か
ら

 22.5
 24.4
 31.7
 20.0
 22.6
20.8
25.2

気
づ
い
た
時
に
は

終
わ
っ
て
い
た
か
ら

 17.4
 19.7
 17.1
 11.3
 25.3
21.4
11.6

学
校
案
内
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
読
め
ば

十
分
わ
か
る
か
ら

 11.2
 11.1
  9.8
  8.8
 16.8
11.1
11.1

参
加
し
た
い
学
校
が

遠
す
ぎ
る
か
ら

 10.4
 10.0
  4.9
  8.8
 15.3
10.7
9.8

お
金
が
か
か
る
か
ら

 10.2
 11.5
  9.8
  2.5
 13.7
11.8
7.9

進
学
情
報
サ
イ
ト
で

調
べ
れ
ば

十
分
わ
か
る
か
ら

  9.7
 11.1
  9.8
  2.5
 15.3
12.4
5.6

進
学
情
報
誌
を

読
め
ば

十
分
わ
か
る
か
ら

  6.0
  7.0

―
  2.5
  6.8

7.1
4.4

詳
し
い
学
校
情
報
は

知
ら
な
く
て
も

良
い
か
ら

  3.3
  1.8

―
  7.5
  2.1

3.4
3.2

参
加
の
し
か
た
が

わ
か
ら
な

か
っ
た
か
ら

  1.2
  1.1

―
―
―

1.1
1.2

自
分
が
知
り
た
い

情
報
は
参
加
し
て
も

わ
か
ら
な
い
か
ら

 17.0
 13.5
 12.2
 13.8
 13.7
13.3
22.4

そ
の
他

  6.9
  5.7
  9.8
 11.3
  5.8
6.2
7.9

無
回
答

0

10

20

30

（％） 40

全体
大学
短大
専門学校

図表9‑3　進学先校 主催イベント参加経験 
　　　     （進学者のうちイベント参加者／単一回答）     

参加した　　　　参加しなかった　　　　無回答 

(n=7091) 

(n=5266) 

(n=632) 

(n=1193)

全体 

大学   

短大   

専門学校   

進学者 

最終 

進路別 

75.7％  22.1 2.2

71.2 27.1 1.7

83.7 12.2 4.1

91.5 5.3 3.2

１回　　　　２回　　　　３回　　　　４回　　　　５回以上　　　　無回答 

１回　　　　２回　　　　３回　　　　４回　　　　５回以上　　　　無回答 

１回　　　　２回　　　　３回　　　　４回　　　　５回以上　　　　無回答 

3.77 

3.71 

3.98 

4.53 

3.13 

3.07 

4.20

平均 
参加回数 

図表11‑1　2007年 学校主催イベント参加回数（イベント参加者／単一回答）     

(n=7961) 

 (n=5266) 

 (n=632) 

 (n=1193) 

 (n=590) 

 (n=2992) 

 (n=4949)

全体 

大学   

短大 

専門学校 

浪人 

男性 

女性   

2007年 

最終 

進路別 

男女別 

男女別 

18.4% 20.3 19.9 11.7 29.3 0.5

18.4 20.7  20.0 11.9 28.6 0.4

15.8 19.0 19.0 12.3 33.1 0.8

13.8 16.8 18.9 12.1 37.4 1.0

23.4 22.4 23.7 9.8 20.7 0

24.3 25.1 21.1 10.5 18.5 0.6

14.8 17.5 19.2 12.3 35.8 0.4

2.40 

2.18 

2.52 

2.69 

2.27 

2.01 

2.65

平均 
参加回数 

図表11‑2　1999年 学校主催イベント参加回数（イベント参加者／単一回答） 

(n=4098) 

 (n=1601) 

 (n=925) 

 (n=1161) 

 (n=293) 

 (n=1591) 

 (n=2495)

全体 

大学   

短大 

専門学校 

浪人 

男性 

女性    

1999年　 

最終 

進路別 

38.4% 25.8 16.7 8.0 10.6 0.4

43.2 26.0 16.0 6.4 8.1 0.4

34.6 26.6 17.0 9.5 11.8 0.5

32.0 25.7  17.8 10.1 13.9 0.5

46.1 22.9 15.4 4.8 10.9 0

2.02 

1.81 

2.12 

2.71

平均 
参加回数 

図表11‑3　進学先校 主催イベント参加回数（進学者のうち進学先イベント参加者／単一回答） 

(n=5368) 

 (n=3747) 

 (n=529) 

 (n=1092)

 

大学   

短大 

専門学校   

進学者　全体   

最終 

進路別 

51.0％  25.5 12.1 4.2 6.5 0.7

55.4 25.4 10.9

3.5

4.2 0.6

46.3 25.5 14.4 5.5 7.6 0.8

38.4 26.0 14.9 5.8 14.1 0.8

48.3 25.9 5.014.6 6.1 0.2

32.1 25.8  18.1 10.0 13.6 0.5
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・参加時期
　学校主催のイベントに最初に参

加するのはいつ頃だろう。図表12か

ら，大きく2回のピークがあること

がわかる。第1のピークは「高校2年

生7〜9月」。この時期に2割近く（19.6

％）が参加している。そして，第2の，

かつ最大のピークが「高校3年生7月」

（18.5％）から「高校3年生8月」（30.6％）

にかけて。この時期の参加者だけで

ほぼ5割（合計49.1％）を占めている。

　進学先別に見ると，第1のピーク

では大学進学者の参加が非常に多

いことがわかる。短大進学者（13.1％）

や専門学校進学者（11.4％）の場合

は1割程度だが，大学進学者は21.8

％と2割を超える。最近は，高校にお

いて，オープンキャンパスや学校見

学会などへの参加を2年次の夏休み

の課題として出し，レポートなどを

書かせる学校も少なくない。その結

果が，ここに表れているのかもしれ

ない。

・イベント参加時の同伴者
　次に，イベントに参加経験のある

者に，誰と一緒に参加したかを尋ね

た。図表13によると，「全部ひとりで

参加した」という者は10.6％しかい

ない。同伴者として最も多いのは「友

達」の71.8％。「親」と参加している

者も4割近く（37.5％）いる。

　進学先別に見ると，「友達と参加」

が比較的多いのは大学進学者，「親

と参加」が多いのは短大進学者，「全

部ひとりで」が多いのは専門学校進

学者である。

　男女別に見ると，男性より女性の

方が親の同伴率が高い。女性では約

半数（48.7％）が親同伴で参加して

いる。学校主催イベント（オープン

キャンパス・学校見学会）は，前述の

とおり第一志望の進学先や最終進

学先への興味喚起や決定に大きな

影響を与えていることを考慮する

と，特に女性については進路の最終

決定権についても，そのかなりの部

分を親が握っているといえるのか

もしれない。

・イベント参加のきっかけ
　イベント参加のきっかけとして

は「学校のパンフレットやホーム

ページ，お知らせを見て行った」が

56.6％で最も多く，「学校の先生か

ら行くように言われた」（38.0％），「進

学情報誌や進学情報サイトなどを

見て行った」（31.0％），「友達に誘わ

れて行った」（31.0％）などが続く（図

表14）。このうち「学校のパンフレッ

トやホームページ，お知らせを見て

行った」については，短大進学者（65.5

％）や専門学校進学者（68.3％）と比

特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか

26 カレッジマネジメント146 / Sep.-Oct. 2007

71.4
71.3
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図表15　進学先校 主催イベントの認知経路（進学者のうち進学先イベント参加者／複数回答）            

「進学者全体」より5ポイント以上高い  ※「進学者全体」の降順ソート「進学者全体」より5ポイント以上低い    
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ポイントも増えている。99年は「1回」

が4割近く（38.4％）を占めていたが，

今回の調査では「1回」は18.4％と2

割に満たない。その結果，平均回数

は2.40回から3.77回へと1.37回増え

た。

　進学先別に見ると，最も回数が多

いのは，専門学校進学者である。「5

回以上」が4割近く（37.4％）おり，平

均回数も4.53回に達する。短大進学

者は3.98回，大学進学者は3.71回と

なっている。

　一方，実際に入学した学校主催の

イベントに参加した者に，その学校

のイベントへの参加回数を尋ねた

結果が図表11-3である。これによる

と，平均参加回数が最も多いのはや

はり専門学校進学者である。2.71回

と3回近く参加している。これに対

して大学進学者は1.81回となって

いる。

―
―
―
―
―
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図表12　学校主催イベント参加時期（イベント参加者／単一回答）       「全体」より5ポイント以上低い
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図表13　学校主催イベント同伴者（イベント参加者／複数回答）
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図表14　学校主催イベント参加のきっかけ（イベント参加者／複数回答）
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位の「キャンパスの雰囲気」につい

ては55.1％で，5番目。「在校生の様

子や雰囲気」よりも下位にある。また，

「取れる資格」「どんな先生がいるか」

「学費等の詳しい情報」などについ

ても，大学進学者と比べると，関心

が高い。

　一方，大学進学者と短大進学者

との間にも若干の違いがある。短大

進学者の場合，「入試の情報」につい

ては大学進学者ほど関心はないが，

「実習室や教室などの雰囲気」「就職

状況」については大学進学者以上に

関心がある。この結果を見るかぎり，

大学進学者よりも短大進学者が，さ

らに専門学校進学者のほうが，雰囲

気ではなく，より具体的で，詳細な

情報をイベントに求めていると言え

そうだ。

・イベント参加校への志望度合い
　イベントでは，参加者に対してと

ても熱心にアプローチしている学校

と，比較的淡白に接している学校が

あるように思われる。では，イベント

に訪れる受験生のほうは，どの程度

の意気込み（志望度合い）で学校に

やって来ているのか。実際に入学し

た学校が主催するイベントに参加し

た者に，参加した時点での入学意向

を聞いた（図表17）。

　これによると，「入学先としては考

えていなかった」という者はわずか

2.2％。半数近く（47.8％）が「第1志

望だった」と回答しており，「いくつ

かの候補のひとつだった」（37.0％）

と合わせると，84.7％にも達する。

　進学先別に見ると，「第1志望だっ

た」の割合は特に短大進学者に多い

（54.6％）が，大学進学者（47.4％），

専門学校進学者（45.7％）において

も5割近くいる。イベントに参加する

きっかけは，「学校の先生から行くよ

うに言われた」「友達に誘われて行

った」であっても，平均3.77回参加

するイベントのなかには，かなり真

剣な気持ちで参加しているものもあ

るわけである。

・イベントへの評価
　こうして参加したイベントだが，

参加者の評価はどうだろう。実際

に進学した学校主催

のイベントについて

感想を聞いたところ，

61.5％が「非常に役に

立った」と回答（図表

18-1）。「どちらかとい

えば役に立った」（32.7

％）と合わせると，94.2

％にも達する。評価が

特に高いのは専門学

校進学者である。4人

に3人（75.2％）が「非常

に役に立った」と答え

ている。大学進学者の場合，この割

合は56.7％。専門学校進学者の評価

より20ポイント程度，短大進学者の

評価（67.1％）より10ポイント程度

低い。先に見たとおり，イベントへ

の参加率や参加回数も，大学進学者

は専門学校進学者や短大進学者よ

り少なかったが，この評価の差と関

係があるのかもしれない。

　さて，大学進学者と専門学校進学

者の評価の差はどこに由来するの

か。そのヒントとなりそうなのが図

表18-2である。これは，参加者にイ

ベントの良かったところを尋ねた

もの。これによると，大学進学者と，

特に専門学校進学者とでは大きな

違いがあることがわかる。まず，“良

かったところ”として大学進学者が

最も多く挙げているのは「校舎やキ

ャンパスの中を自由に見学できた」

こと。7割以上（71.1％）が挙げている。

しかし，専門学校進学者でこれを挙

げているのは，大学進学者の半分程

度の35.8％。むしろ「施設・設備のこ

とがわかった」（72.9％）ことや，「体

験授業・実習に参加できた」（69.9％）

第１志望だった　　　　　いくつかの候補のひとつだった　　　　場合によっては入学しても良いかなというくらいだった 

入学先としては考えていなかった　　　　　無回答 

84.7 

84.6 

84.1 

85.6

志望校 
想定・計   

図表17  進学先校 主催イベント参加時の志望度合い 
  （進学者のうち進学先イベント参加者／単一回答） 

(n=5368) 

 (n=3747) 

 (n=529) 

 (n=1092)

 

大学   

短大 

専門学校 

進学者全体 

最終 

進路別 

47.8％  37.0 12.7

2.2

0.4

47.4 37.1 12.8 0.3

54.6 29.5 13.4 0.6

45.7 39.9 12.1 0.5

2.3

1.9

1.8 

べると，大学進学者（54.7％）はそれ

ほど挙げていない。逆に，大学進学

者に比較的多いのは「友達に誘われ

て行った」。3人に1人（32.6％）が挙

げており，専門学校進学者（23.6％）

より10ポイント程度高い。

・イベントの認知経路
　イベントが行われること，その日

時や内容などについては，「学校案

内やパンフレット」で知ったという

者が非常に多く，71.4％を占めてい

る（図表15）。離れて「各学校のホー

ムページ（パソコン）」（46.5％）と「高

校でもらったり，自宅に届いた進学

情報誌」（43.7％），さらに離れて「高

校の先生からの情報やアドバイス」

（18.9％）などが続く。

　進学先による違いが見られるの

は「高校の先生からの情報やアドバ

イス」（大学進学者20.0％，短大進学

者21.2％，専門学校進学者13.9％）。

・ 「雰囲気」ではなく「内容」を求める専門学校進学者
・評価は専門学校＞短大＞大学進学者，女子＞男子の順

イベントへの評価
2

・イベントで知りたかったこと
　受験生は，さまざまなイベントでど

のようなことを知りたいと思ってい

るのか。実際に進学した学校主催

のイベントに参加した者に，イベント

で知りたかったことを聞いたところ，

図表16のとおり，最も多く挙がった

のは「キャンパスの雰囲気」の70.0％。

以下，「学校で勉強できる内容」（64.3

％），「在校生の様子や雰囲気」（59.4

％），「実習室や教室などの雰囲気」

（46.8％）などが続く。

　ただし，進学先による違いがかな

りある。大学進学者や短大進学者の

場合は「キャンパスの雰囲気」「学校

で勉強できる内容」「在校生の様子

や雰囲気」の順で多く，それぞれ60

〜70％以上が挙げているが，専門学

校進学者の場合は「学校で勉強でき

る内容」「実習室や教室などの雰囲

気」「就職状況」の順で挙がっている。

大学進学者と短大進学者では最上
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72.4
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囲
気
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校
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様
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雰
囲
気
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40.4
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実
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教
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な
ど
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雰
囲
気

 43.9
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 34.2
39.9
45.8

入
試
の
情
報

 40.8
 36.1
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38.3
42.1
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れ
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資
格
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就
職
状
況

 23.0
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ど
ん
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先
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る
か
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 13.3
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 42.9
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費
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詳
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情
報
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 17.6
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  3.9
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ど
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あ
る
か

  2.3
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  2.6
  1.6
2.2
2.4

そ
の
他

  0.7
  0.8
  1.5
  0.3

0.8
0.7

特
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知
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と
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  0.3
  0.3
  0.2
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0.2
0.3
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図表16　進学先校 主催イベントで知りたかったこと（進学者のうち進学先イベント参加者／複数回答）                  

「進学者全体」より5ポイント以上高い  ※「進学者全体」の降順ソート「進学者全体」より5ポイント以上低い
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（％） 80
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大学
短大
専門学校

大学進学者や短大進学者と比較す

ると，専門学校進学者の数値は6〜8

ポイント低い。

　このほか，携帯電話を利用しての

情報の入手については，「各学校の

ホームページ（携帯）」が4.2％，「進

学情報サイト（携帯）」が3.5％とな

っており，学校情報の入手と同様に，

まだ利用者は少ない。



特集　高校生の進路選択行動はどう変わったか

30 カレッジマネジメント146 / Sep.-Oct. 2007

ことを“良かった”と言う者のほうが

多い。

　一方，これらと比べると率こそ少な

いものの，「たくさんの先生の話が聞

けた」（大学15.7％，短大20.8％，専

門学校29.6％），「たくさんの先輩の話

を聞くことができた」（同16.3％，22.1％，

23.6％），「先生の説明がわかりやす

かった」（同11.5

％，21.2％，29.6

％），「参加後に

手紙や電話をも

らった」（同4.2％，

7.9％，16.4％）と

いった項目でも，

大学進学者の評

価は専門学校進

学者より，項目に

よっては短大進

学者よりもかなり

低い。前述の大

学進学者がイベ

ントで知りたかった「学校で勉強でき

る内容」（64.3％）「在校生の様子や

雰囲気」（59.3％）に応えきれていな

いことがわかる。ちなみに，大学進

学者の評価が短大進学者や専門学

校進学者の評価を上回っている項目

は「校舎やキャンパスの中を自由に

見学できた」「入試の説明が受けられ

た」の2つ。授業を体験させたり，施

設・設備について見せるだけでなく，

詳しい説明を加えたり，教員や在校

生と話をする機会を設けたり，という

点では専門学校や短大のほうが熱心

に取り組んでいるということだろう。
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図表18-2　進学先校 主催イベントのよかったところ（進学者のうち進学先イベント参加者／複数回答）

「進学者全体」より5ポイント以上高い  ※「進学者全体」の降順ソート「進学者全体」より5ポイント以上低い
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図表18‑1　進学先校 主催イベントの役立ち度 
　　　      （進学者のうち進学先イベント参加者／単一回答） 

(n=5368) 

 (n=3747) 

 (n=529) 

 (n=1092) 

(n=1810) 

(n=3545)
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